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「みやぎ理科支援ナビ 校内研修」は，児童の問題解決の力を
育成する教員の理科指導力向上を目指す校内研修パッケージ
です。

宮城県総合教育センターの事業である科学巡回指導訪問・教
員対象研修会の改善を通して見えてきた授業改善のノウハウを，
県内のより多くの小学校の先生方に活用していただきたいと思
い「みやぎ理科支援ナビ 校内研修」を開発しました。

「みやぎ理科支援ナビ 校内研修」は，短時間で校内研修がで
きるコンテンツが多数掲載されています。職員会議の前後や放課
後などに実施することが可能です。また,個人でも研修ができる
「ひとりで理科研修」のワークシートも掲載しました。各学校の実
態に合わせて活用できます。

この「みやぎ理科支援ナビ 校内研修」を活用した研修によっ
て，先生方の理科の授業改善の一層の推進が図られることを
願っています。

令和元年度・２年度 理科教育研究グループ

は じ め に

みやぎ理科支援ナビのイメージ
キャラクター「リカモ」です。児童の
問題解決の力を育成するため，授
業改善の視点を，一緒に学びま
しょう。



3

目 次

Step１ 研修の日程・内容を決める

○ファシリテータ－の先生を決め，日程を調整する

○研修内容を決める

Step２ 研修の準備をする

○各種コンテンツをダウンロードする

○ワークシート・アンケートを印刷する

Step３ 研修を実施する

理論編A

理論編B

理論編C

授業づくり編3〜5年

授業づくり編６年A

授業づくり編６年B

授業検討会編

※「ひとりで理科研修」について

児童の問題解決の力を育成する
ために，理科の研修を通して理科
指導力を更に向上させましょう。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1９



4

ファシリテーター（進行役）

※ファシリテーターはどなたが担当して
も構いません。研究主任や理科主任の
先生が担当すると，より円滑に研修が
進められます。

◆ 研修の日程調整

校内研修を実施する計画を立てます。年度初めに，学習指導
要領や全国学力・学習状況調査の理科の問題に目を通し，理科
の授業をどのように改善・改善していけばよいのかを職員全体で
確認することが望ましいです。

また，授業検討会編では授業づくりを実施する学年と単元を
決定するため，理科の研究授業を行う先生と調整を行います。

◆ 研修の準備

研修会会場の設営を行います。研修会スライドはあらかじめパ
ソコンにダウンロードしておくとスムーズに研修を行うことができ
ます。

また，研修に必要なワークシートやアンケート等を印刷しておき
ましょう。

◆ 研修の実施

校内研修会はファシリテーター役の先生が進行します。進行台
本を基に，学校の実態に合わせて進めてください。

○ファシリテーターの先生を決め，日程を調整する

研修の日程・内容を決めるStep 1
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研修したい内容に合わせ，研修を選択してください。
ボタンに書いてある時間は研修時間の目安です。ボ
タンをクリックするとそれぞれの研修パッケージに移動
します。

「みやぎ理科支援ナビ」校内研修ページ

○研修内容を決める

研修の日程・内容を決めるStep 1
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研修
コンテンツ 特 徴

所要時間
（目安）

理論編

解説動画やモデル授業を視聴したり，全国学力・
学習状況調査理科の問題を解いたりして，小学校学
習指導要領における理科の目標や育成したい問題
解決の力について確認します。それを基に，今後どの
ように授業を改善・実践したら良いのかを受講者の
皆さんで考える研修です。

17～20分

授業
づくり編

「校内で理科の授業改善にじっくり取り組みたい」
「第３～６学年で育成する理科の問題解決の力につ
いて，具体的な授業づくりの方法を知りたい」と考え
ている先生方が対象です。「授業づくり編３年～５年
及び６年Ｂ」は，モデル授業を基に，授業改善を行い
ます。「授業づくり編６年Ａ」は，付箋を使って，協働で
授業構想を行う研修です。

30分～45分

授業
検討会編

指導過程を作成し，それを基に授業実践を行い，
事後検討会を通して理科指導力の向上を図ることを
目的に行う研修です。

45分
（授業検討会）

学校の実態に合わせて研修コ
ンテンツを選んでください。
理論編，授業づくり編には，個
人で動画を見ながら研修できる
「ひとりで理科研修」もあります。
（P.1９へ）

○研修内容を決める

研修の日程・内容を決めるStep 1
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○各種コンテンツをダウンロードする

研修に必要な進行台本やワークシートをダウン
ロードしてください。研修用スライドには，研修に必要
な動画が含まれています。

研修スライドや各種シート等をそれぞれ個別
にダウンロードできます。動画はインターネット
上で個別に再生できます。学校の実態や研修
の形態に合わせて活用してください。

研修パッケージの各種コンテンツ

研修の準備をするStep 2

クリック
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○ワークシート，アンケート等を印刷する

研修参加者の人数に合わせて，ワークシートやアン
ケート等を印刷してください。

各学校の実態に合わせて，ワークシートの代わりに普
段活用しているシンキングツール，ICT機器，付箋や模造
紙などを活用しても構いません。（P.１３参照）

また，振り返りアンケートもあります。校内研修の効果
を高めるために活用してみてください。

ワークシート 振り返りアンケート

研修の準備をするStep 2



9

理論編Ａ 問題解決の力

◆ 研修の流れ（目安２０分）

１．小学校学習指導要領理科の目標を学ぼう（３分）
研修のねらいを確認し，小学校学習指導要領理科の目標について学びます。

２．問題解決の力について学ぼう（４分）
学年毎に中心的に育成を目指す問題解決の力について学びます。

３．問題解決の力を育成する授業について学ぼう（１１分）
モデル授業動画を視聴して，問題解決の力を育成する教師の働き掛けにつ
いて考えます。

４．振り返りをしよう（２分）
研修の振り返りをし，今後の理科の授業で実践してみたいことを全体でシェ
アします。アンケートの記入・回収を行います。

◆ 校内研修準備物

□ 研修担当者用パソコン
□ 研修用スライド
□ プロジェクター
□ スクリーン
□ 理論編Ａ 進行台本
□ 理論編Ａ-１～２ ワークシート
□ 理論編Ａ 振り返りアンケート

◆ 備考
理論編Ａのワークシートをあらかじめ配布して，空欄を埋めてから研修を行う
と，研修時間を短縮できます。

研修を実施するStep 3



10

理論編Ｂ 理科の見方・考え方

◆ 研修の流れ（目安１０分）

１．「理科の見方・考え方」について（２分）
研修のねらいを確認し，小学校学習指導要領の「理科の見方・考え方」につ
いて学びます。

２．「理科の見方」について学ぼう（５分）
「理科の見方」について，具体例を基に解説し，教師の働き掛けについて学び
ます。

３．「理科の考え方」について学ぼう（１分）
問題解決の過程の中で用いる４つの「理科の考え方」を紹介します。

４．振り返りをしよう（２分）
研修の振り返りをし，今後の理科の授業で実践してみたいことを全体でシェ
アします。アンケートの記入・回収を行います。

◆ 校内研修準備物

□ 研修担当者用パソコン
□ 研修用スライド
□ プロジェクター
□ スクリーン
□ 理論編Ｂ 進行台本
□ 理論編Ｂ ワークシート
□ 理論編Ｂ 振り返りアンケート

◆ 備考
研修の流れ１～３は，１本の動画にまとめられています。

研修を実施するStep 3
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理論編Ｃ 全国学力・学習状況調査問題の活用

◆ 研修の準備物

□ 研修担当者用パソコン
□ 研修用スライド
□ プロジェクター
□ スクリーン
□ 理論編Ｃ 進行台本
□ 理論編Ａ-１～２ ワークシート
□ 理論編Ｃ-１～４ ワークシート
□ 理論編Ｃ 振り返りアンケート

◆ 研修の流れ（目安１７分）

１．全国学力・学習状況調査小学校理科の調査問題を解こう（７分）
正答率の低かった，エネルギーの領域の問題の一部を実際に解きます。

２．答え合わせをしよう（７分）
解いた問題の答え合わせをしながら，授業を改善・充実させる視点を学びま
す。

３．振り返りをしよう（３分）
研修を振り返り，今後の理科の授業で実践してみたいことを全体でシェアしま
す。アンケートの記入・回収を行います。

◆ 備考
理論編Ａ，Ｃのワークシートをあらかじめ配布して，空欄を埋めてから研修を行
うと，研修時間を短縮できます。

研修を実施するStep 3
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授業づくり編 ３～５年

◆ 研修の流れ（目安３０分）

１．授業の改善前の課題を見付けよう（５分）
研修のねらいを確認し，改善前のモデル授業動画を視聴して課題点を見付
けます。

２．授業づくりをしよう（２０分）
当該学年で育成を目指す問題解決の力について整理し，モデル授業動画と
同じ場面の授業づくりワークショップを行います。

３．振り返りをしよう（５分）
研修の振り返りをし，今後の理科の授業で実践してみたいことを全体で共有
します。アンケートの記入・回収を行います。

◆ 研修の準備物

□ 研修担当者用パソコン
□ 研修用スライド
□ プロジェクター
□ スクリーン
□ 授業づくり編 進行台本（研修を実施する学年のもの）
□ 授業づくり編 ワークシート（研修を実施する学年のもの）
※模造紙，付箋等での代用可
□ 授業づくり編 振り返りアンケート

研修を実施するStep 3



※補足
研修の流れ 「２．授業づくりをしよう」において，じっくりとグ
ループ活動に取り組みたい場合に，下の図のように模造紙と
付箋を使った共有方法も効果的です。

① 黄色い付箋に自分が考えた教師の働き掛けを，緑の付
箋に児童の反応を書く。

② グループで同じような働き掛けについて分類する。
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○○を提示する○○する

：教師の働き掛け

：児童の反応

授業づくり編 ３～５年

◆ 備考
その他にも，タブレット端末などのICT機器を活用した研修方法も効果

的です。
活用例① 電子黒板アプリ「miyagiTouch」を使って，グループでまと

めた模造紙をカメラで撮影し，全体共有の場面で投影する。

活用例② 電子ホワイトボードアプリ「Google Jamboard」を使って，
グループ内での意見交換を行う。

研修を実施するStep 3
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授業づくり編 ６年Ａ

◆ 研修全体の流れ

※ 事前視聴動画（７分）
研修前に動画を視聴し，「より妥当な考えをつくりだす力」について，身近な
現象を例に理解します。演習を行う前に，あらかじめ個人で視聴してください。

＜演習＞（目安４５分）
１．構想する単元を確認しよう（６分）
研修のねらいを確認し，授業を構想する単元及び既習事項の説明と授業の
導入場面の動画を視聴し，演習内容を確認します。

２．授業づくりをしよう（３６分）
動画の続きの場面について，模造紙と付箋を使ったワークショップ形式の授
業づくりを行い，「より妥当な考えをつくりだす力」を育成するための教師の具
体的な働き掛けを考えます。活動後には解説動画を視聴して整理します。
（活動時間） ①個人の考えをまとめる（５分）
（活動時間） ②グループで考えを共有し，授業を構想する（１８分）
（活動時間） ③全体で共有する（５分）

※時間は目安です。各学校の実態に応じて活動時間を変更可。

３．研修を振り返ろう（３分）
研修の振り返りをし，今後の理科の授業で実践してみたいことを全体で共有
します。アンケートの記入・回収を行います。

研修を実施するStep 3



授業づくり編 ６年Ａ

◆ 研修の準備物

□ 研修担当者用パソコン
□ 研修用スライド
□ プロジェクター
□ スクリーン
□ 授業づくり編６年Ａ 進行台本
□ 授業づくり編６年Ａ ワークシート
□ 模造紙（各班に１枚ずつ）
□ サインペン（人数分）
□ ２色の付箋（スライドでは黄色と緑色で説明）
□ マジックペン（各班１セット）
□ 授業づくり編 振り返りアンケート
（□ タブレット端末 ）
※全体共有の際に，ICT機器を使用する場合

◆ 模造紙のまとめ方
「２．授業づくりをしよう」では，２色の付箋と模造紙を使って，ワークショップ

形式で授業づくりを行います。 模造紙にまとめる際には，マジック等を使って
項目ごとに整理すると，分かりやすい発表につながります。（P.13参照）授業
展開は，１つにまとめても，複数に分かれていても構いません。
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：教師の働き掛け ：児童の反応

最初のセリフ

より妥当な考えを作りだす力の育成するためには

研修を実施するStep 3

まとめ方の例



16

◆ 研修の流れ（目安３０分）

１．授業の改善前の課題を見付けよう（１０分）
研修のねらいを確認し，ファシリテーターが行う改善前のモデル授業の説明
を聞いて，課題点を見付けます。

２．授業づくりをしよう（１５分）
当該学年で育成を目指す問題解決の力について整理し，モデル授業と同じ
場面の授業づくりワークショップを行います。

３．振り返りをしよう（５分）
研修の振り返りをし，今後の理科の授業で実践してみたいことを全体で共有
します。アンケートの記入・回収を行います。

◆ 研修の準備物

□ 研修担当者用パソコン
□ 研修用スライド
□ プロジェクター
□ スクリーン
□ 進行台本
□ 授業づくり編６年Ｂ ワークシート
（模造紙，付箋等，普段使用しているシンキングツールへの代用可）
□ 授業づくり編 振り返りアンケート

授業づくり編 ６年Ｂ

研修を実施するStep 3
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授業検討会編

◆ 研修全体の流れ

※１ 指導過程作成者及びグループは，動画「指導過程作成のポイント」を視聴し，指導過程を作成
する。

※２ 研修参加者が指導過程の作成方法を確認したい場合は，動画「指導過程作成のポイント」を
視聴する。

※３ 作成した指導過程は，授業実践の1週間程前までに研修参加者に配布する。
※２ 研修参加者は，指導過程を基に，動画「授業参観の視点」を視聴する。

＜授業検討会の流れ（目安４５分）＞
１．進め方の説明（３分）
研修のねらいを確認し，授業検討会の進め方を説明します。

２．授業検討会（３５分）
本時の「育成を目指す問題解決の力」について，どのような指導の工夫が効
果的かをワークショップ形式で検討します。
①授業者の自評(5分)
②ワークショップ形式でのグループ検討（20分）
③全体発表(10分)

３．振り返り（７分）
研修の振り返りをし，今後の理科の授業で実践してみたいことを全体で共有
します。アンケートの記入・回収を行います。

※３

研修
参加者

視 聴

参観

授業者

視 聴

作 成

実 践

授 業 検 討

指 導 過 程 配 布

※１ ※２

視 聴

研修を実施するStep 3
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授業検討会編

◆ 研修の準備物

＜指導過程の作成＞
□ 授業検討会編 指導過程作成ワークシート

＜校内研修＞
・授業実践
□ 授業検討会編 授業参観・検討会シート
（記録用の付箋を複数枚貼ったもの）

・授業検討会
□ 研修担当者用パソコン
□ 研修用スライド
□ プロジェクター
□ スクリーン
□ 進行台本
□ 模造紙
□ マジックペン
（□ タブレット端末 ）

※全体共有の際に，ICT機器を使用する場合

研修を実施するStep 3
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特 徴
所要時間
（目安）

モデル授業を視聴し，各学年で中心的に育成を目指す問題解
決の力を確認します。それを基に，どのように授業を改善・実践し
ていけば良いのかを考え，明日の授業に生かせるようにします。

「短時間で手軽に理科の校内研修をしたい」「明日の授業，ど
うしようかな」と考えている先生対象です。

理論編
11～16分

授業づくり編
10～12分

指導資料編
5分～7分

指導資料編は，ひとりで研修する内容
になっています。理論編，授業づくり編に
ついては，「ひとりで研修する方はこち
ら」をクリックしてください。「ひとりで理
科研修」用のコンテンツがダウンロード
できます。

※「ひとりで理科研修」について

「みやぎ理科支援ナビ」校内研修ページ


